
令和６年度 第１回学校運営協議会 報告 

 

１ 目的 

今年度の学校経営計画に基づいた指導成果指標、各分掌の重点目標や各種取組内容等の計画に

ついて協議する。また委員の方々から本校の学校運営に関する御意見等を頂戴し、地域に開かれ

た特色ある学校づくりをより一層推進するとともに学校活性化のための方策について共に考え、

本校教育の充実・発展に寄与する。 

 

２ 日時 

  令和６年５月 31日（金）13:30～15:10 

 

３ 場所 

  本校中会議室 

 

４ 出席者 

  委  員  高 橋   剛  様（北上市商工部長） 

委  員  佐 藤 満 義  様（北上工業クラブ会長） 

  委  員  八重樫 博 之  様（岩手県建設業協会北上支部長） 

  委  員  菅 原 浩 一  様（北上地区電気工事業協同組合理事長） 

  委  員  菊 池 良 弥  様（北上市立上野中学校長） 

  委  員  菅 原   純  様（北上市立二子小学校長） 

  委  員  後 藤 則 夫  様（本校同窓会長） 

  委  員  斎 藤 芳 里  様（二子町振興協議会専務） 

 

・高 橋   剛 委員（北上市商工部長）は所用により欠席 

小 山 真 一  様（北上市商工部産業雇用支援課長）が代理出席されました。 

       ・小 原 加奈枝 委員（本校ＰＴＡ会長）は所用により欠席されました。 

 

【本校職員】 

  校   長  村 上 智 芳 

  副 校 長  植 木   淳 

  副 校 長  尾 形 祐 一 

  事 務 長  佐 藤 秀 司 

総務主任  阿 部 正 孝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 次第及び内容（要旨） 

（１）開会 

（２）委員の委嘱（辞令交付） 

（３）学校長挨拶 

（４）自己紹介 

（５）協議 

  １）役員の選出 

「岩手県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第５条により本協議会の

会長及び副会長を選出。 

会 長 には 斎 藤 芳 里 委員が、 

副会長 には 佐 藤 満 義 委員が選出された。 

２）令和６年度学校経営計画【校長】 

原案のとおり承認された。 

    【委員Ｄ】 

      今年度の重点目標の達成指標として「『学校はいじめの防止に積極的に取り組んでいる』

と回答する生徒の割合を 80％」としているがもっと高値でも良いのではないか。 

    【委員Ａ】 

      昨年度に肯定的な回答をした生徒の割合はどれくらいか。 

    【校長】 

      昨年度に肯定的な回答をした生徒は 93％であった。この御意見をもとに再検討してみ

たい。 

    【委員Ｇ】 

      いじめ行為とはどのようなものか。 

    【校長】 

      現在のいじめ行為はネットやＳＮＳ等への投稿から発するものがほとんどである。校外

で起こっている事象が非常に多く把握しにくい。 

    【委員Ａ】 

      不登校生徒はどれくらいか。 

    【校長】 

      小、中学校時に不登校を経験した生徒は若干名入学している。中学校等と連携を取り対

応している。１年時は落ち着かない生徒も見られるが、２年時になると高校生活にも慣れ

落ち着いた生活ができている。 

（６）報告 

  １）令和６年度学校概況【副校長】 

    ・在籍者数 

・通学方法及び通学状況 

・出身中学校及び出身中学校別在籍者数（全日制）、出身地域別在籍割合 

・部活動加入者数 

２）教育活動の現状と課題【副校長】 

  ・総務、教務、生徒指導、厚生、教育支援相談及び専攻科より昨年度の取組実績と今年度の

取組計画の内容等 

  【委員Ｂ】 

    教務部資料にあるＩＣＴ活用について、有効活用を図ってもらいたい。双方向授業の形

成に有効と考える。ぜひ推進してほしい。 

 



【委員Ａ】 

    ＰＣを個人購入するという話があったが高価なものと思う。県等で準備するようなこと

はないのか。 

  【副校長】 

    今までは県で準備していたものを使用してきたが、経年劣化や保証の問題が発生してい

る。ＩＣＴ機器の活用により「学びを止めない」体制の維持が可能となった。今後も有効

に活用するために教職員間で研修を深めたい。 

  【委員Ａ】 

    自転車乗車時に事故にあった場合の対応（補償）はどのようになっているのか。 

  【総務主任、副校長】 

    全国高Ｐ連の保険に加入していれば加害になった場合でも補償される。登下校時の事故

（怪我等）は日本スポーツ振興センター災害給付対象となる。 

  【委員Ｈ】 

    ３年生の進路決定後の学力向上指導をお願いしたい。 

  【副校長】 

    担当と協議したい。御意見に感謝する。 

３）令和７年度県立高等学校入学者選抜概要及び「いわて留学」（県外募集）の実施【校長】 

    【委員Ｂ】 

      趣旨は理解する、賛成したい。 

      本地区の生徒数増加の方策をどのように考えるか。小学３～４年生時に工作等でものづ

くりの楽しさを体験させたい。この体験から工業へ興味・関心を抱かせ、高校選定の材料

にさせることが大切と考える。 

    【副校長】 

      今年度も小、中学校へ「出前授業」を実施予定である。小学生は「ものづくり」「エネ

ルギー」への関心は高い。今年度は本校へ小学生を招き、学習できる機会を設定しようと

準備中である（今夏開催予定）。 

    【委員Ｆ】 

      昨年度は小学校で出前授業を開講した。児童たちは楽しそうな表情で受講していた。実

施に感謝したい。また今年度も有意義な体験を児童に与えたいので是非お願いしたい。 

（７）委員の皆様から（提言、指導・助言等） 

【委員Ａ】 

     北上市の人口減は小幅であるが、人口減は生徒数減につながる問題と考える。生徒確保の

方策として「いわて留学」について支持したい。 

   【委員Ｂ】 

     北上市内には大手企業工場が複数誘致され、大型な雇用が行われているが、地元の中小企

業を知る機会を持ってもらいたい。 

   【委員Ｃ】 

     本校学校経営計画は学校諸問題にも適切に対応しているものであると考える。今後も本会

委員の立場だけでなく、相談等に対応していきたい。 

   【委員Ｄ】 

      「いわて留学」による生徒数増加に期待したい。 

     生徒の安全のために自転車乗車時のヘルメット着用を推進させてほしい。 

【委員Ｅ】 

     来年度の高校入試より実施内容が大きく変更される。中学生へ目的意識を醸成し、新入試

へ対応していきたい。 



   【委員Ｆ】 

     登下校時の生徒の挨拶が心地良い。所作も素晴らしく感心する。 

     昨今の子供数減少の中、本校生徒数は増加した。すごいと考える。 

   【委員Ｇ】 

     学校存続のためのインパクトが必要と考える。外部へ本校の良さを発信し、興味を持って

もらえるように努力してほしい。 

   【委員Ｈ】 

     学校周辺の交通量が増加している（新規企業の本格稼働による）。自転車乗車時のヘルメ

ットの着用指導を強くお願いしたい。 

     本校の地域貢献活動を積極的にアピールしてはどうか。生徒の活動成果をもっとメディア

リリースしてもよいと考える。 

（８）その他 

   【校長】 

     「いわて留学」について学校ホームページや「ｎｏｔｅ」等で外部へ公開し、生徒募集の

有用としたい。 

     自転車乗車時のヘルメット着用の御意見を頂戴した。今後関係職員と協議する。 

（９）閉会 


